
かぶ

5
月
1
日
発
行

●
発
行
所
／
〒
3
0
6-

8
6
0
1
茨
城
県
古
河
市
長
谷
町
38
番
18
号
古
河
市
役
所
0
2
8
0
（
22
）
5
1
1
1

●
発
行
人
／
古
河
市
長
小
久
保
忠
男
　
●
編
集
／
市
民
の
声
を
き
く
課
　
●
印
刷
／
株
式
会
社
鈴
木
印
刷
所

　かたくりの花との出会いは、10年前に友人から譲っ

てもらった5株の球根からです。直径1 程の小さな球

根でした。

　庭の土を30 掘り起こし、赤玉土と鹿沼土を混ぜ合

わせた水はけの良い土を敷き詰め、25 の深さに球根

を植えました。翌年、庭先には紅紫色の花が咲きまし

た。その花から取った種をまき、育てました。種は風

で飛ばされたり、霜の影響を受けたりするので、油断

できません。冬には、落葉を被せる等結構気を使いま

す。そうして7年後に、二葉の間から長い花柄を出し6

枚の花弁がおじぎしたように咲いた時には、長年の苦

労も報われた気持ちになりました。

　今では、早春になると前庭に60本のかたくりが群生

し可憐な花を咲かせています。

三杉町一丁目　加藤耕作さん

　まだまだ赤ちゃんだと思っていた娘のかの子
ももうすぐ2歳半、よく寝て、よくしゃべる元気
な女の子に成長しました。
　最近は、公園へ行くのが楽しみで、朝起きる
と「公園へ行こう」と張り切っています。ま
た、一人前の会話もできるようになり、周りの
人や家族たちを笑わせています。
「これ何？」「見たい。」「やりたい。」と好
奇心いっぱいの毎日。特に料理に興味津々で、
私が台所にいると自分で踏み台を持ってきて、
お手伝いをしてくれたり味見をしたり楽しんで
いるようです。
　自我が芽生え大変な時もありますが、かの子
の日々の成長を一緒に楽しんでいこうと思って
います。そして心身共に元気な子に育ってほし
いです。

かたくりとともに10年

マイ・ガーデニング

シャッターチャンス！

大字古河　　越路邦子さん　36歳

わが家のちびっ子シェフ

お料理大好き  かの子ちゃん（2歳）
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泉
石
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重
要
文
化
財
〜

KOGA
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「
有
形
、
無
形
、
記
念
物
、
民
俗
、
伝
統

的
建
造
物
群
」
、
こ
の
５
つ
の
こ
と
ば
か

ら
連
想
さ
れ
る
も
の
と
は
？
　
蛇
足
な
が

ら
ヒ
ン
ト
を
ひ
と
つ
。
「
有
形
」
の
中
に

は
「
建
造
物
、
絵
画
、
工
芸
品
、
彫
刻
、

書
跡
、
典
籍
、
古
文
書
、
考
古
資
料
、
歴

史
資
料
」
な
る
９
つ
が
含
ま
れ
ま
す
。
屋

上
屋
を
架
す
な
ら
ば
、
「
人
間
国
宝
」
、

「
特
別
天
然
記
念
物
」
、
「
国
宝
」
等
も

…
そ
う
、
解
答
は
「
文
化
財
」
。

　
じ
つ
は
、

歌
舞
伎
の
中

村
雁
治
郎
や

尾

上

菊

五

郎
、
西
表
山

猫
や
絶
滅
し

た
朱
鷺
、
そ

し
て
鷹
見
泉

石
像
も
、
一

律
に
皆
「
文

化
財
」
と
な

る
の
で
す
。

法
律
に
い
う
文
化
財
に
は
冒
頭
掲
げ
た
５

つ
の
分
類
が
あ
っ
て
、
殊
に
重
要
な
も
の

を
国
が
指
定
選
定
し
、
重
点
的
な
保
護
対

象
と
す
る
の
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
分
類

ご
と
に
、
指
定
選
定
さ
れ
た
と
き
の
名
称

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

「
国
宝
」
「
重
要
文
化
財
」
と
い
え
ば

「
有
形
文
化
財
」
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
人

間
国
宝
は
「
重
要
無
形
文
化
財
」
が
正
式

名
称
、
「
記
念
物
」
で
は
「
史
跡
・
名

勝
・
天
然
記
念
物
」
と
い
う
よ
う
に
。

　
さ
て
、
今
年
３
月
、
国
の
文
化
審
議
会

は
、
「
鷹
見
泉
石
関
係
資
料
」
３
１
５
７

点
を
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う
答
申

し
ま
し
た
。
有
形
の
文
化
的
所
産
で
我
が

国
に
と
っ
て
歴
史
・
芸
術
・
学
術
上
価
値

の
高
い
も
の
を
有
形
文
化
財
と
呼
び
、
そ

の
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
を
「
重
要
文

化
財
」
と
い
う
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
、
わ
た
く
し
た
ち
の
共
有
す

る
古
河
の
歴
史
や
文
化
が
斯
く
も
高
い
評

価
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
ら
、

古
河
市
民
一
人
び
と
り
の
名
誉
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

し

か

も

、

３
１
５
７
点
は

膨
大
で
す
。
し

か

の

み

な

ら

ず
、
「
歴
史
資

料
」
部
門
で
の

重
要
文
化
財
は

茨
城
県
初
の
指

定
と
な
り
ま
し

た
。
皆
様
よ
く

ご
存
じ
の
「
鷹
見
泉
石
像
」
（
東
京
国
立

博
物
館
所
蔵
）
。
肖
像
画
の
白
眉
と
称
さ

れ
る
こ
の
絵
は
、
世
界
文
化
の
見
地
か
ら

特
に
価
値
の
高
い
も
の
と
し
て
、
「
国

宝
」
の
名
を
冠
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
わ
た

く
し
た
ち
の
所
有
物
で
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん

が
、
古
河
の
歴
史
を
象
徴
す
る
文
化
財
で

は
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
泉
石
像
も
敢

え
て
含
め
て
３
１
５
８
、
古
河
の
文
化
が

生
み
出
し
た
国
の
宝
な
の
で
す
。

古
河
歴
史
博
物
館
学
芸
員
　
永
用
俊
彦

む
ら
　
が
ん
　
じ
　
ろ
う

な
か

い
り
お
も
て

ろ
う

や
ま

ね
こ

き

と

た
か

せ
ん

せ
き

み

お
の
え

き
く
　
　
ご

模本鷹見泉石像（現品を模写したもの）

か

は
く  

び

あ

・

・
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